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出 火 場 所  みよし市内  

出 火 建 物 概 要  専用住宅
 

共同住宅
 

併用住宅
 

焼 損 程 度 全焼 半焼 部分焼 ぼや 非火災
 

出 火 原 因  鍋の空焚き  

概 要  

居住者が、パスタを茹でているのを忘れて、外出

したところ、鍋が空焚きとなり、鍋から発煙した。

台所に取り付けられた警備会社設置の煙感知器が

作動し、警備会社から１１９番通報があったもの。 

なお、ガスコンロは Si センサーコンロであり、

安全装置が働き自動消火していたもの。  

火 災 予 防 上 所 見  
こんろを使用中はその場を離れないこと。外出す

る際は、火の元を入念に確認しましょう。  

 

                                       

       

 

 

 

 

                                       

 

 

約 1 ヶ月に 1 回は点検を実施し、

作動が確認できない場合は、電池切

れ又は本体の故障です。その場合

は、早急に取り換えをしましょう !! 


